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1.問題と目的

人間が人間として成熟していくために取

り組まなければならない課題として、

Erikson，E.H (1959) はアイデンティテイ

という概念を提唱した。その後、今までア

イデンティティについては数多くの研究が

なされてきた。中でも 1990年前後より“自

己認識方式"の視点から、アイデンティテ

ィ形成に関する研究がなされるようになっ

てきた。だが、この分野の実証研究はまだ

少ないし、国際化が進んでいる現在、文化

の多様性を理解するためにも、文化的自己

認識方式と自我同一性との研究をもう一歩

進める必要があると思われる。

本研究は、日中大学生に対して自我同一

性地位による自我同一性の達成の状況を調

査し、さらに日中大学生の自我同一性地位

と文化的自己観の関係について検討する。

2.対象と方法

本研究では日本H大学教育学部の学部生

254名(男子 122名、女子 132名)と、中

国の B大学教育学部の学部生 276名(男子

93名、女子 183名)を調査対象とし、日本

人に対しては 2003年 1月に調査を実施し、

中国人に対しては 2003年 3月に調査を実

施した。日本人学生への質問紙は加藤

( 1983) の「自我同一性地位尺度」と

Singelis (1994)の「相互独立的自己観と相互

依存的自己観尺度jを用い、中国入学生への

指導教宮 田中雄三

質問紙はこの二つの尺度を参考に筆者が作

成した。

得られたデータをもとに、(1)自我同一

性地位の日中比較、 (2)文化的自己観の日

中比較、 (3) 自我同一性地位尺度と文化的

自己観尺度との関連の日中比較の三つにつ

いて分析を行った。

3. 結果

①日本人と中国人の自我同一性

地位の比較を行った結果、 日本

人の「同一性達成J(P<O.Ol)、

rD-M中間J(P<0.05)が中

(1) 国人より有意に多く、中国人の

日中自我
rA-F中間J(P<O.Ol)、「積極

的モラトリアムJ(P<O.Ol)が

同一性地 日本人より有意に多かった。

位比較
②日本人と中国人の自我同一性

地位下位尺度の得点の比較を行

った結果、日本人の「過去の危

機J(P<O.OOl)の得点が中国人

より有意に高く、中国人の「将

来の自己投入の希求JP<O.OOl) 

の得点が日本人より有意に高か

った。

日本人と中国人における文化的

(2) 
自己観の比較を行った結果、 日

本人の相互依存的自己観の得点

日中文化 は中国人より有意に高く (p<

的自己観 0.001)、中国人の相互独立的自

比較
己観の得点が日本人より有意に

高かった (p<0.001)。
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①日本人の自我同一性地位尺度と

文化的自己観尺度との関連を見た

結果、「同一性達成jの相互独立的

自己観の得点が fD-M中間J(P 

<0.001)、「モラトリアムJ(P < 

(3) 
0.05)、「同一性拡散J(P<0.05) 

日 中 自
より有意に高い‘ことが認められ
た。 fA-F中間j の相互独立的自

我同一 己観の得点が fD-M中間J(P< 
性地位 0.10)より、「権威受容」の相互独
尺度と 立的自己観の得点が「伺ー性拡散J
文化的 (P<O.lO)より有意に高い傾向
自己観 が認められた。

尺度と ②中国人自我同一性地位尺度と文

の関連 化的自己観尺度との関連を見た結

果、「同一性達成Jと「権威受容J
の相互独立的自己観の得点が「伺
一性拡散Jより有意に高い傾向が
認められた (P<O.lO)o fA-F中

問Jの相互独立的自己観の得点が
「同一性拡散Jより有意に高かっ

た (P<O.05)0 f同一性達成Jの
相互依存的自己観の得点が「同一
性拡散Jより有意に高い傾向が認

められた (P<O.lO)。

4.考察

日中自我伺ー性地位を比較した結果、中

国人の fA-F中間jが日本人より有意に多

かった。ということは、中程度の「過去の危

機Jを経験した中国人が日本人より多いと

いうことであり、これは中国の教育と社会

特徴を端的に表したと思う。一人っ子政策

とともに、中国の親たちは子供に大きな望

みを託すようになり、子供を自分が理想、と

する枠にはめようとするのではないか。こ

れは、子供の自我同一性に影響を与えたと

思う。

日中とも「積極的モラトリアムJ、fD-M

中間J、「同一性拡散」地位の人が合わせて

過半数を超えていた。これは現在日本のフ

リーターと中国の f自由択業者J(正式な仕

事でなく、自分が好きな仕事を一時的にす

ること)が増え続けている原因ではなかろ

うか。すなわち、アイデンティティを達成

するまでの長い準備期間、モラトリアムが

許されていることが、アイデンティティ達

成が遅れる状態が作られていることと関連

があると思われる。

日中文化的自己観を比較した結果、 日本

人の相互依存性が中国人より有意に高く、

中国人の相互独立性が日本人より有意に高

かった。ということは、中国人は日本人に

比べて集団主義的ではないといえるのでは

ないか。

日中自我向一性地位尺度と文化的自己観

尺度との関連を見た結果、日本人の場合、

大体相互独立性が高い人であるほど、同一

性達成地位に違い人であった。従前に定め

られていた役割や道を受身的に受け入れる

早期完了型(鐘 (1990) によれば、予定ア

イデンティティ)でなく、「個Jとしての自

分を強調する人が多くなったことを表した

と思う。中国人の自我同一性地位尺度と文

化的自己観尺度との聞には、はっきりした

ある傾向の持つ関連は認められなかった。

これは中国人の自我の特徴と関係あると思

う。中国人は「面子(メェンツ、中国語で

は顔を意味する)J、「関係」、「人情jなどを

大事にするし、こういう社会文化のため、

中国人の相互独立性は強い相互依存性を伴

っている。中国人はまた強い「自己中J心的j

価値観も持っている。このようなことから、

相互独立性と相互依存性によって中国人の

自己概念の特徴を現すのは困難なのではな

いかと思う。

5. 結語
本研究では、文化的自己観のアプローチ

から日中大学生の自我同一性地位の比較を

行った。

しかし、今回用いた中国人に対する文化

的自己観の尺度は、信頼性や妥当性の面で、

疑問が残る。今後は質問紙の更なる検討、

特に中国人の文化的自己観尺度については

さらなる検討が必要で、あると思う。
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